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ラッコＥ"/､ﾉamZut7isの小腸に寄生する鉤頭虫

CoMzoso川肌/zyd7iの形態

菊池滋Ｄ中島将行2）

（掲載決定：平成５年６月２日）

要約

1982年10月４日，アラスカから輸入された，ラッコ２頭の小腸から５８隻および15隻の

CoMzosoma属鉤頭虫を検出した。雄虫は体長10.0～15.0mm，体幅2.0～２１mm，虫体は一般に洋梨

形で前部は著しく拡張している。体の前部は鉤に覆われ，生殖孔の周囲にも鉤がある。吻は円筒形

でその表面に24～25列の鉤が縦列し，各列には21～22個の鉤が存在する。吻は吻鞘の中に引き込ま

れ，筋肉の動きによって伸縮する。垂梶は１対で帯状をなし，吻鞘の両側に付着している。神経節

は吻鞘部にあり，前後左右に神経枝を派出している。精巣は２個並列し，その後端より輸精管が出

る。精巣の後方より６個のセメント腺が走っている。雌虫の大きさは17～21.5×2.2～３０mm･卵巣

は発生が進むと卵巣球となり，体腔内に遊離し，受精卵殻が形成されるまで腔内にとどまり，幼虫

形成卵だけが子宮鐘により類別されて子宮に送られ，膣を通って産出される。膣の内外に括約筋が

ある。虫卵の大きさは0.13～0.16×0.07～0.08mm･今回ラッコより検出された虫体を，従来報告さ

れているラッコの寄生種と形態学的に比較した結果，本種はCorynosomae"/Dyd7ZMorozov，
1940と同定された。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Acanthocephala，ＣＯＤﾉｎｏｓｏｍａｅ〃/zyd7i，ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ，seaotther，ＳＥＭ．

子顕微鏡標本は採取直後の虫体を生理的食塩水中でピペッ

トを用い，良く洗った後，2.5％グルタール，アルデヒド

で30分間固定し，さらに２％オスミック酸で１時間後固

定し，リン酸緩衝液で洗浄した後，エタノール系列で脱

水し，臨界点乾燥法により乾燥し，カーボンと金の蒸着

を施した。

成績

雄虫：大きさは10.0～15.0×2.0～２１mm・灰白色を呈

し，体は前体部が膨大し，後方に向って次第に細まり，

やや腹側に弩曲する。体の前部は鋭い鉤で覆われ，腹側

の鉤は背側よりも更に後方まで分布しているが，後端部

までには達しない。雄虫では生殖孔の周辺まで多数の短

鉤に覆われている。雌虫では，しばしば多数の鉤を有す

るものも見られるが，概して散在する程度である。

(Figs、１．４．１１)。吻は円筒形を呈し，大きさ1.2～1.4

×0.30～0.40mmで，中央部のやや後方で幾分拡張してい

る。吻は筋肉により吻鞘の中に引き込まれ，伸縮する

(Figs、５．６．７)。吻の表面には24～25縦列，各列には２１

～22個の鉤排列し，発達した根部を持っている。（Figs、

８．１０)。先端部の鉤は細長く0.05～0.07×0.02～0.03mm・

先端部につづくほぼ中央部のものは太くて長く，0.08～

緒巨

CorDﾉ"osoma属鉤頭虫の宿主は鰭脚類が大部分を占

めている。ラッコ（E7D/Dyd7amt7is）における本属の

寄生はRudolphi（1802)，Morozov（1940)，Afa-

nasev（1941)，Vancleave（1953）RausheandLoc-

ker（l95DNeiland（1961,1962）によって報告され

ているにすぎず，わが国における報告はない。

著者らは1982年10月４日アラスカから輸入され，蕊死

した雌２頭のラッコの小腸に58隻および15隻のＣＯリー

,zosoma属鉤頭虫を検出した。これら虫体の形態，特

に走査電子顕微鏡による鉤の形態，分布さらに吻，吻鞘

および虫卵の表面構造について観察した。

材料および方法

１０％フォルマリン液で固定した成虫体を解剖顕微鏡下

で眼科用手術メスと鋏を用い，前端より球状部まで，更

に後体部を尾端まで，切開し，内部器官を摘出し，透徹

標本を作製した後，計測および観察を行なった。走査電
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０１×0.03～004mmに達するものがある。基部近くへの

鉤は003～004×0.1mmで最も小形である。吻鉤の付け

根は二重に盛上った厚い壁を形成し，鉤の上下左右に動

き易いようになっている。（Ｆｉｇｓ８９１０)。吻鉤の先

端は根元の方に向かい，やや屈曲している。体壁の鉤の

大きさは頚部付近では，0.04～0.05×0.02～003mm，上

背側および胸前部では0.03～0.04×0.01～0.02mm・鉤は

付け根の部が著しく太いが，先は急に細まり尖る゜生殖

孔付近の鉤は尾部の隆起部の上に多数生じ，大きさは

0.01～002×０１mmでＳ字状に弩曲するもの，先端の丸

くなっているものなどが混在する。吻鞘は指状で，中央

部の後方が膨らみ，長さ2.0～2.5×0.5～0.7mmで30～5０

３劃

鱒
Figs・ｌ－３ＣｏﾉＷｚｏｓｏｍａｅ"/zydrj.1.Male,２.Posteriorendof

female’３.Ｅｇｇ

Ｂｃ：bursalcap，Cgcementgland，Ｇ：ganglion，Ｇｐ：

genitalpore,Ｌ:lemniscus,Ｐｒ:proboscis,ＰＳ:proboscis
sheath,Sph:sphincter,Ｔ:testis,Ｕ:uterus,Ｖｂ:vaginal

』
ヨ
ョ

bulbVd:vasdeferens,Vs:vesiculaseminalis

Fig.４ｃｃ"/Ｍﾉﾉﾌﾟattached(right)andremoved(left)fiPomsmallintestine．



3３３

〃ｍの厚い二層の壁を持ち，外部は縦走する細い隆起線

により囲まれ，内面に短小の鉤を生じている。神経節は

吻鞘部の中央よりやや下方にあり，円形を呈し大きさは，

0.7～0.8×0.6～0.8mm・吻の前方と後方に沿って神経枝

を派出する。垂梶は頚部より始まる１対の帯状の嚢で大

きさ２０～3.0×０２～0.4mmで後端がやや幅広く，吻鞘の

Fig.５Apicalviewofproboscis・ｘｌＯＯ

Fig.６Proboscisretractedimothesheath.×1００
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となり，擬体腔内に遊離し，径96～ｌ６ｑｕｍで，数十個
の幼若な卵細胞からなり，受精後卵細胞は分離し，卵殻

が形成されるまで擬体腔内にとどまる。虫卵のうち幼虫

雌虫：虫体の大きさは17～21.5×2.5～2.8mm・生殖器

官は子宮鐘，子宮および膣からなり，その全長は４～５

mmで靭帯嚢に包まれている。卵巣は発育が進むと卵巣球

Fig.１lVentralviewofhooksontheanteriorpartofbody.×400

Mi1ii1iiiiiii

Figl2Hooksonanteriorpartofbody.×700
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形成卵だけが子宮鐘によって子宮に送られ，腔を通って

産出される。子宮は円筒形を呈し，長さ０１５～056mm，

膣漏斗は大きさ0.15～0.30×００７～009mmで内外２層の

膣括約筋かあり，外側の大きさは0.12～0.21×００７～

013mmである。膣球は大きさ，012～0.18×0.05～００８

mmである。成熟虫卵は卵円形を呈し，三重の殻に包まれ，

Figl3Malegenitalpore・ｘｌＯＯ

Figl4Femalegenitalpore､ｘｌＯＯ
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その内方に胚が存在する。外殻の大きさは0.13～0.16×

0.07～0.08mm・中央殻は0.10～0.13×0.04～0.05mmで極

の部分が僅かに突出する。内方殻は0.07～0.09×003～

0.04mm・胚の大きさは0.02×0.02mmである。卵殻の表面

には大小の点刻が認められる。

考察

ラッコに寄生するCoMzosoma属鉤頭虫としては次

の４種が報告されている。Ost7umosum（Rdolphi，

1802)，Ｃ、ｅ"/zyd7iMorozov，1940,CuiZZosum

Vancleave，1953,Ｃ・mac7osomumNeiland，１９６１

である。これら既知種と今回のアラスカ産のラッコより

採取した虫体と比較したところ，次の点で差異が見られ

た。ＣＳｍＬｍｏｓｕｍは雄と雌の大きさがいづれも５～６

mｍ（最大）で，吻鉤は18縦列，各列10～12列と少ない点

で明らかに異なり，CuiZZosumは体長c713.5～6.35×

1.4～1.60mm。\6.4～8.4×1.78～1.85mmで著しく小形で，

吻長も0.69～ｑ76×0.35～045mmと短かく，吻鉤数も２２

～24縦列，各列12～13鉤で著しく異なる。Cma-

c7osomumは雌雄共に大形で’12.5～17.0×2.16～

2.82mm。\18.5～26.0×2.6～3.28mm吻は長く，ｃ７１で1.40

～1.60×0.32～0.43mm，￥1.50～1.90×0.37～0.48mm・吻

鉤数は26～32縦列，１列に16～19鉤と多数で明らかに相

違していた。最も近似していた種はＣｅ"/zyd7jで体長，

体幅，吻長，吻鉤数と排列，垂梶の形，大きさ等が殆ど

一致したので，今回ラッコより採取した虫体はＣＯ、ノー

"osomae7z/Dyd7iMorozovl940と同定した。Moro‐

zov（1940）のＣｅ"/Zydriの記載とは測定値の上で著

しい差異は認められなかったが，虫卵の大きさに若干の

差が見られたが，その形態的特徴に差はなかった。

走査電子顕微鏡観察では吻鉤と体壁に生じた鉤の形態

および吻と吻鞘の表面構造，虫卵外殻の点刻の存在等若

干の知見が得られた。
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ＣＯＲＹＮＯＳＯＭＡＥＭＷＤＲ／ＦＲＯＭＳＥＡＯＴＴＥＲＳＥＭＷＤＲＡＬＵＴＲﾉＳ

（ＡＣＡＮＴＨＯＣＥＰＨＡＬＡ）

ＳＨＩＧＥＲｕＫＩＫＵＣＨＩｌ)ＡＮＤＭＡｓＡＹｕＫＩＮＡＫＡＪＩＭＡ２）

ﾉﾉKjk"chjBjomedjcaノルｓｔｊｔ"'e,１９－１０，ＲﾉﾉMEα"２－c/､/７２２，Yamaro-s/ｌｊ,KZJ"αgawa242,上pα〃
２ﾉﾉzルノｍｔｏＳｅａＰａｒａ伽eA9"αrjzｲ、,/VZZgα/､〃α,Ｍｲ､αz必S/Ｕｊ,Ｓ/ｌｊｚ"oka4IO,ﾉ”αﾉＺ

TwoseaottersimportedfromAlaskaｏｎ４０ｃｔ.,１９８２harbored58andl5acanthocephalansintheintestincFour

speciesofacanthocephalanofthegenusCoび"osomahavebeenknownfromtheseaotter:Ｃ､ｓ〃"ｍｏｍｍ,Ｃ､ｅ"hydrj，

Ｃ,ｖﾉﾉﾉ０s""ＴａｎｄＣ､'7zacroso'72"、､Thepresentacanthocephalanswerecomparedwiththeseknownspeciesmorphologi-

callyandthepresentspecieswasmostcloselyalliedtoC.ｅ"hydrjinbodylengthandwidth,proboscislength,number

ofproboscishooks,lengthoflemniscusandeggsize,so,thepresentmaterialwasidentifiedasCory"ｏｓｏｍａｅ"hydrj

Morozov，１９４０SEMrevealedthestructuraldifferenceinthebaseofhooksbetweenontheproboscisandbody,the

presenceofminutehooksontheinnersurfaceofproboscissheath,andthepittedstructureofeggsurface．




